
【事 例13】Chrlstiansen/ソ ロモ ン諸 島/ベ ロ ーナ

島

1.調 査

対象

ソロモ ン諸 島国、ベ ローナ島(1966年 居住人 口570人 、そのほかに島民か らは島

民 と認 知 されていない10名 が居住)

調査 者

S.Christiansenを リ ー ダ ー とす る テ ィ ー ム で 、 そ の ほ か の 参 加 者 はK.

Dalsgaard,H:Pardee,T.Monberg(現 地 人)の3名(最 後 に あ げ た者 以 外 の 現

地人 協 力者 は こ こで は省 く)

調 査 期 間

1965年3-5月 お よび1966年9-10月 。 た だ し、1962年 に3週 間 の 事 前調 査 実 施 。

報告

成 書 と して 下記 の もの が あ り、 これ 一 冊 を読 め ば、 この調 査 に 関す るす べ て が

わか る よ うにな って い る:

Christiansen, S. 1975. Subsistence on Bellona Island (Mungiki): a Study of the Cultural Ecology 
      of a Polynesian Outlier in the British Solomon Islands Protectorate. The National 
      Museum of Denmark in cooperation with The Royal Danish Geographical Society, 

      Copenhagen.

2.対 象 の 概 要

地域の概 況

ベ ロー ナ島 は長径10㌔ ㍍ 、短径2㌔ ㍍の楕 円形 を した隆起サ ン ゴ礁 で、空 中写

真 によ る投影 面積 は約17平 方㌔㍍で ある(当 時得 られた地図か ら面積 を測 る と

約20平 方㌔㍍)。 この島 よ りは るかに長大な レンネル島は、 この島の東南東端

よ り南南東方向 に最短距離約30㌔ ㍍ の海 をへだてて横た わってい る。 この島の

位 置は 南緯11度20分 、東経159度50分 と して よい。 レンネル 島 とベ ローナ島 の
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双方 ともソロモ ン諸島列か らはやや南へはずれ てい る。ベ ローナ島は隆起サ ン

ゴ礁 のため、島の中央部は縁辺 部よ り低 くなってい る。縁辺 部はがけ とな って

海 か らそそ り立ってお り、最 も高い地点の標 高は、文字 どお り海抜70数 ㍍で あ

る。 中央 部の平坦地の土壌 は大変肥沃である。それに反 し、外側へ行 くにっれ

(っま り高度が上昇す るにつれ)、 カルス ト的 とな り、土壌 は農業 に対 しては相

対的 に不適 とな る。 なお、サ ンゴ礁の沖合 いへ の伸展 状況を量的に説 明す る記

述 はないが、付 図か ら見て、浅海域は極 めて狭小 と思われ る。

気温 につい て言 えば、季節変化は相対的 にわずかであ り、年 中高 温であ るが、

夜間 は20.C以 下にまで さがるこ とがたまにある。1965年3月 一1967年5月 にっい

てのみのデー タでは、年降水量 はほぼ3,000㍉ ㍍で、月降水量が100㍉ ㍍未満 の

,月が1966年 の6-7月 のふた月 と、同年の9月 の2期 現 われ 、合計3ヶ,月 間あ っ

た。 月降水量300㍉ ㍍ 以上の,月は1965年4-5月 、7月 、1966年11,月 一1967年1月 、

1967年3月 と5月 で あった。 このデータだけか らではあるが、熱帯収束 帯が南下

す る時期 に降 雨が相対的に多い傾 向が見 られ る と言えよ う。

この島が本格 的 に外界 と交流す るよ うになったのは第二次大戦後 と言 って よ

く、1960年 代半 ばの状況は、基本的 には 自給経 済下にあった。

住 民が主食 とみな している作物 はヤムであるが、 この作物 の一般 的特性 とし

て、収穫 時期 な どに種または品種 レヴェル ごとの季節性 があ り、 この島では植

栽 が8-10月 の約3ヶ 月間 に限 られ てい る。 こ この場合い 、早 生品種 は4ヶ 月

でい もが成熟す るが、成長 の遅い品種では6-9ヶ,月 かか る。従 って、様 ざま な

品種 を組 み合 わせ ることによ り、かな り長期 間にわた り切れ 目な く、ヤムが収

穫 できる。 それ にヤムは堀 り取 ってか ら1ヶ 月以上の保存 がき くか ら、ヤムの

は ざかい期 を短 か くす ることは可能である。 とはいえ、それ を完全 にな くす る

ことはできない。 ヤムの次 に重要 とみな され てい るの は、 タロ(主 に6bloo∂5拍

タ ロ)で あ る。 これ には季節性 の よ うな ものはない。 以上ふたつ の作物 の ほか、

サ ツマイモ 、バ ナナ、キャ ッサ ヴァな どを植 栽 している。 さらに言 うまで もな

く、 ココナ ッツも 自家 消費用作物 と して重要である。 ソロモ ン諸島 の大部分 の

島 では、 この調査 実施 当時すで に主食作物がサ ツマイモ に変 わっていた(著 者
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はこの ことには触 れていない)け れ ども、 この島におけ るサ ツマイモの消費 量

はヤムや タロに比べ て歴然 と低かった。

以上のイモ作物 は焼 き畑で作る。焼 き畑の休 閑期間 は通常極端 に長い こ とは

なく、ヤ ムの場合 いは5年 以上が普通 であるものの、タロでは通常3年 で十分

であ り、サ ツマイモはそれ よ りさらに短かい。 ひ とつの畑 を2回 以上続 けて使

うのが、 キ リス ト教化が進んでか らの傾向である。調査時チガヤ草原は この島

にはなかった。

畑作物 と並んで、小島 とい う環境か らして当然 のことなが ら、海 産物 も 自給

食料 と して重要で あるgた だ、畑作物 よ りはその消費量が少ない。 この島の漁

業技術 はオセアニアの 中では洗練 さに欠け るところがあ り、原型 を残 してい る。

このこ とと関連 して漁 業に消費 され る時間の割 りにはその漁獲 量が少 ない。農

業 と漁業 のほか、野生植物 または休 閑地の残存畑作物 の採集 と狩猟 も無視 で き

ない。特 に災害な どのために作物のできが悪い ときは、極 めて重要 となる。

対象集 団の概要

村 は、細長 い島の中央部 を長軸 に沿 って貫 ぬいてい る低 地のみにあ り、部 分的

な とぎれ が顕著 とい う意味 でまば らではあるものの、街村様 の家並 み となって

い る。行政的 には北西 か ら南東方向への島の長軸に対 し、出入 りはあって も直

角 に切 る境界 に よ り、3地 区 に分かれてい るが、中央 の地 区が最 も面積 が大 き

く、人 口も多い。学校 の教師 とその家族の計10人 を除 く本来の島民全員が ポ リ

ネシア人で 、オ ン トン ・ジャヴァ環礁 な どと並んで、メラネ シアにまぎれ こん

だポ リネシア人 たちで ある。

年齢推 定の不確 実性 には留意すべ きでは あるものの、人 ロピラ ミッ ドをみ る

と、キ リス ト教受容年 の1938年 を含む1937-1941年 生まれの人 口がその前後 に

比べては っき りと少 ない ことがわかる。 この年齢集団の少な さの理 由は外来 の

病気 に直接 由来す るものではない らしい。 島民が認知 してい るベ ローナ島出身

で調査 時島外 に住 んでい た人 口は居住 人 口の37%で 、性 と年 齢層別 に見 る と、

その分布 が極 めて均等で ある。 このこ とは、家族 ぐるみの移 住 を好む とい う性

癖 に も起因 してい る。また、若年層は教育の機会 を求めて島を離れ ることが驚
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く程多い。その ほか、町へ移住 した親類や友人 にただ会 って楽 しい時 を過 ごす

た めに比較的短期間離島す るこ とも特記す る程頻繁 である。

顕著 な人 口増は1950年 以降の ことで あることが人 ロピラ ミッ ドか らは読み取

れ る。

島の経済構造

1960年 代 に なって島外 向 けの販 売 を 目的 とす るコブ ラの生産 が さかん とな り、

その生産のための ココナ ッツ植栽地面積が全島の7%強 までに調査 時 は増加 し

ていた。 けれ ども、その生産 はまだ完全には軌道 に乗 ってお らず、 自給経済体

制 を根本 的に変 え るに至 ってはいなか った。仕送 りは問題 にな らない程度 の額

であ る し、帰 島の際に持 ち帰 る金 について も著者 はその影響 は小 さい と してい

る。 ただ し、島外 生活者 が帰属 島民全人 口の4分 の1を 超 えているか ら、人 口

増 をそれ までの 自給経 済システムでは支え切れ な くな っていた とはい える。著

者 は、優 良地の ココナ ッツ園化 によ り、 自給経済 によるこの島 の人 口収容 力が

減少 した と指摘 している。

3.調 査 項 目 と 方 法

人 ロ

昼 住ム旦:居 住人 口と帰属人 口は調査時悉皆調査(た だ し、後者 は聞き取 り情

報 による)。1938年(キ リス ト教受容年)と1943年(こ の年 、ガダルカナル戦終 息

後、それ に参加 の米 軍将兵 を乗 せた艦船 来島)の デー タは聞 き取 りで得 た情報

に よ り再構成。1962年 については、この調査で も助手 をつ とめたT.Monbergと 、

この調 査 には参加 してい ない別のデ ンマ ー ク人研究者 に よる悉 皆調査 が あ り、

それ も利用 した。その ほか1947年 の空中写真 か ら得 られ る家屋数情報 か らも人

口を推 定 した。1950年 代 か らは人 口移動 に季節性 が顕著 であるた め、得 られ た

一次資料 による数 量的デー タの信頼性 の不十分 さは著者 も認 めてい る
。

出生 死亡率:出 生率 、死亡率などの人 口学的データの数 量的 な提示はない。
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整 動:人 口移動 につ いて は、19β2年 と1966年 しか一次資料が得 られ てい ないが、

純流出人 口の推定方法は居住人 口と帰属人 口の差に よる。 なお、1947年 までは、

流出者ゼ ロと仮定 して議論 を している。

食料 生産と消費

自給農産物 の生産 と消費:ヤ ムを は じめ とす る 自家 消費用農産 物 の生産 量 は、

現 に使用 してい る畑 地面積 と面積 あた りの収量 の測定に よ り推 定 してい る。畑

地面積 の推 定値 は1966年 撮影 の空中写真 と実地調査の照合 に よ り得 てお り、収

量はサ ンプル調査 によ り推 定 してい る。

自給農 産物 の実 際の消費量 は推定 して いない。 ただ、FAOの 基 準 に基づ いて

必要 量 を計 算 し、生産 量 との比較 を試 み ているのみ であ る。年 単位 に見 る と、

かな りの量 の供給過剰 とい う結果 になってい る。特 にヤ ムはそ うであ り、結局 、

腐 るものが現実 に多量 に出て しま う。

.自給海 産物の生産 と消費:海 産物 の水揚げ量は直接測定 して はい るもの の、通

年 の測定ではない。1回 の出漁 による水揚げ量 と年間の出漁回数か ら年間 の水

揚 げ量を推 定 してい る。 けれ ども、1回 の出漁 で獲れ る量の変動が大 きい こ と

か ら来 る推 定量の不確 実性 は著者 も認 めている。魚以外の海 産物 に関す る記述

はない。

消費 量の直接の測定は していない。

労働 能室:労 働能 率については、農産物、海産物そ して天然産 出食 品に対 して、

労働記録 か ら得 られるデータを提示 している。農産物 の中には販 売用 コブ ラも

含 まれ る。食 料品以外 の生産物 に対 しても労働能率調査 は詳細 に実施 している。

労働生産性 の数値 は示 していない けれ ども、労働 能率 と生産量デー タは完備

してい るので、計算は可能 である。ただ し、 自給用産物 の貨幣換 算は してい な

いか ら、そ の よ うな物 につい てのman・hourあ た りの金額 表示 に よる労働生産

性の計算 はできない。 コブラに関 しては、オース トラ リア ・ドル表示 の生産 量

のデー タがあ るので、それができる。
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島の経済構造

この島は調査 時、基本的 には 自給経済 に近かったものの、1966年 急 にコブ ラの

販売 量が前年 の3倍 にまで増加 し、いわゆる"二 重経済"の 兆 しを見せて きた。

その よ うな状況 もあって、 コブラ並び に労働移 出による島外 か らの貨幣流入量

も推定 してい るけれ ども、 自給生産物 の貨幣換算評価 は していない。

リネ ージ集 団 ごとの土地保有面積 と構成員数 の数値 はあがってい る。 生産物

の分配方法 に関す る一般 的記述 はあるけれ ども、詳細 な事例研究 は実施 してい

ない。労働配分 につ いて も同様で ある。そ のよ うになってい る理 由は、 自給生

産の様態 と社会 関係 との関連 に関す る分析が この調査 の中心課題 ではないか ら

である。

4.主 た る 結 論

ベ ローナ島は、変動 の激 しい気候、特 に保水力の乏 しい 土壌 とあい まって降水

量の変動 な どの困難 はあって も、農業(原 著ではhorticultureと い う語 を使 用)

生産 の潜在性 は高い。 不利 な条 件が気候以外 にも種 じゅあるけれ ども、年 間㌶

あた り乾重で15㌧ まで収量を伸 ばす こ とは実現 可能の よ うに思われ る。採 用 さ

れ てい る農業技法 は既 述のよ うに本質的に肥沃 で、 しか もまあまあ広い土地が

使 える とい う背景 の上に検討 しなければな らない。す なわち、土地 と労働 を粗

放的 に使 用 してい る農法 で十分 なの である。休耕期 間は3-15年 で あった。 こ

のよ うな焼き畑 には堀 り棒が適切な農具である。

調査 の結果、ひ とりあた りの収量は大 きかった。 とは言え、収量 の季節 並び

に年変動 も大 きか った。 この よ うな変動 にそ なえるために、通常十 分な余剰 を

予 定 して生産 してい る。1965-66年 は豊作年 であ った とはい え、標準 消費 量

(レヴュー ワー の注:実 測平均値 ではな く、正 常必要量の意 味)の50%が 余 って

いた。 しかも、それは通常の30%減 の労働投入量で得 られた。

ここでは、 この島の 自給経 済様態 の社会的特徴 につ いては ほんの少 し しか扱

かわ なか ったが、それで も、 この島で見 られたそのよ うな特徴は生産 に直結 し

ていた。仕 事をす る義務 と生産物の分配は緊密 である とわか ったが、 この 島の
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土地所 有機 構は耕 地の配分を非 常に不均等に しがちなもので あ り得 る。 とは言

うものの、その よ うな社会的緊張 をやわ らげる仕組み も、い くつかそなわ って

いた。 た とえば、所有権 のほかに使 用権 があるこ と、親族相続者 が絶 えそ うに

なった時 の養 子制度 があることがあげ られ る。

著者 は1958年 に提示 され た靴Allan(う しろの引用文献 にはAllanの1958は な

く、1949か1965が あがっている)の 最大収容人 ロモデル、す なわち、

a • y = p(c+n)

(ただ し、aは 最大可耕地面積、yは 耕地を最大とした時の面積あた りの収量、pは 人口、c

とnは それぞれひとりあたりの消費量 と余剰量)

とい う等 式か ら導かれ るp置 α・ア/(c十n)を この島 の事例 にあて はめた。 こ こ

で注意 して ほ しい のは、cは 実際 の消費量ではな く、冊0と かFAOが 定め る必要

量であ るとい う点 である。

著者 が考えたモデルは次ペ ージの図で説明 され てい る。横 軸 は島全体の生産

のた めの食 料エネル ギー投下量であ り、縦軸は島全体 のエネル ギー産 出量 であ

る。太 い実線 は生産関数 で、破線 は労働 コス トで、実際 にgainで きる生産物 は

太 い実線 と破線 の問 の距離 で表せ る。 この図で、投下量 がC(B?)の 線 と横 軸が

交 わ る点で表現 され る時、gainで きる生産物のエネル ギー量が最大 となる(図

のキ ャプ シ ョン中 の レヴュー ワー の注参 照)。 従 が っ て、 最大 収容 人 口は

C(B?)の 線 が太 い実線 と交わ る生産量が扶養 で きる人 口で 、 この時 限界 生産 曲

線 は限界 コス ト曲線 と交差す る。
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産 出 量

《エ ネ ル

ギ ー 単 位 》

総 生 産 量

総 コ ス ト 量

平 均 生 産 量醸
界 コ ス ト量
隅 界 生 産 量
投 入 量

(エ ネ ル

ギ ー 単 位)

図:自 給経済下における産出曲線(実 線)と コス ト曲線(破 線)。 産出並びに投入双方ともエネ

ルギーの単位(食 品のカ ロリー)で 表示。

総生産 曲線の形 は理想化 してはあ るものの、現実に沿ってい ると想定 してい る。 総

コス ト曲線 は この グ ラフでは直線 と仮 定 して あ るが(レ ヴュー ワー の注=上 図 では、

総 コス ト量は横 軸 の投入 量を縦 軸の量へ移 しかえただけ)、 この仮定 は通 常の耕作過

程で は現実的 と思われ る。

生産 は、通 常はAとB両 線 の間 にある値 いの投入量 の範囲 内で行 な う。Aの 投

入 量で最大総生 産量が得 られ る。 それ以上投入 しても総生産量 は減少す る。0点 よ り

B線 で示 す値 いの投入 量までは、限界生産が平均生産 を上まわる(レ ヴュー ワー の注:

このパ ラグラフ全体を通 じ、おそ らくB線 はC線 の誤 りであろ う)か ら、投入量 を増や

す 強い刺激 があ る。

C線 では総生産 曲線 と総 コス ト曲線 間の距離が最 大 とな り、そ の時限界生産 と

限界 コス トそれ ぞれ の曲線 が交差す る(レ ヴコ.一ワーの注:多 分C線 ではな く、B線 の

ま違 いであろ う)。

純生産 量は、以 上か らC線 で最大 とな る。 最大収 容人 口は、C線 で表示す る生

産量 が扶養す る数 の人 び ととして、 うまい具合い に定義 され る(レ ヴュー ワー の注:こ

こ もC線 ではな く、B線 の誤 りであ ろ う)。
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以上 の理論的考察 に基づ いてベ ローナ島の最大収容人 口を計算す ると、調査

時の 自給用作物耕・地 面積(休 耕 地 も含 む)を 上記AIlanの 式 のaと すれ ば457人 で、

すで に調査時現実 の居住人 口はこれ を上まわっていた。 けれ ども、 コブ ラ生産

用 コ コナ ッツ園 と昔 自給 用農作物 生産 に使 ってい て、調査 時 は住 民が将来 も

ず っ と使 用 す る意志 の ない長期休 耕 地 も含 めれ ば、777人 とい う結 果 を得 る。

ただ、実際 は完全 な閉鎖系ではないか ら、調査時 と同様 の半解放的状 況を想 定

すれ ば、1,000人 までは住めるのか も しれ ない。

5.コ メ ン ト

現地調査期 間が十分長い とは言 えない にもかかわ らず、数量デー タがか な り豊

富で 、サブシステ ンスに関す る民族誌的報 告 としては高 く評価で きる。そ の理

由の ひ とつは、現地人助 手にめ ぐまれた ことにある と考 え られ る。 特 に、労働

能率 のデ ータは詳 細で信頼性 がかな り高 く、貴重で ある。 ただ、 もの足 りない

のは、実際の食:料消費量のデータをまった く欠いている点で ある。

人 口収 容 力 に関 して は、今か ら見 る とい くらか古い概念 に と らわれてお り、

ボ ズ ラ ップの本 も引用 して あるのに、そ の線 には直接沿 って はい ない。 か と

言って、強 く批判 もしていない。 ソフ ィスティケーシ ョンの点ではまだ、図の

キ ャプシ ョンにおける混乱か らも うかがえるよ うに、やや未熟 と感 じられ る。

(中野和敬記)
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